
 

令和８年度  第１学年 社会科 年間指導計画  予定年間授業時数：１０５時間 

使用教科書：【歴史分野】帝国書院『中学生の歴史―日本の歩みと世界の動き』 

           【地理分野】帝国書院『中学生の地理―世界の姿と日本の国土』 

使用副教材：浜島書店『つながる歴史』、浜島書店『ビジュアル地理』 

教科の学習目標： 

① 歴史的事象に対する関心を高め、具体的な歴史的事象の学習を通して歴史に対する興味や関心を高め、様々な

資料を活用して多面的・多角的に考察し公正に判断するとともに適切に表現する能力と態度を育てる。 

② 日本や世界の地理的事象に対する関心を高め、広い視野に立って世界の諸地域の地域的特色を考察し理解させ、

地理的な見方や考え方の基礎を培う。 

＜学習内容＞ 

学期 学習単元 学習内容 

 

１ 

【歴史分野】 

・時代の移り変わりと時代区分【ICT活用】 

・古代国家の成立と東アジア【ICT活用】 

 

【地理分野】 

・世界の姿【ICT活用】 

・世界各地の人々の生活と環境【ICT活用】 

【歴史分野】 

・歴史を学ぶ上で大切な時代の表しを学ぶ 

・日本に稲作が伝わり、ムラからクニが形成され、やがて中国

にならった天皇中心の国づくりの過程を学ぶ。 

【地理分野】 

・世界全体を地形・気候などの自然地理、衣食住などの人文地

理について大観する。 

 

２ 

【地理分野】 

・世界の様々な地域【ICT活用】 

【歴史分野】 

・武家政権の成長と東アジア【ICT活用】 

 

【地理分野】 

・世界の諸地域の自然環境と文化、歴史を通じて諸地域の多様

性や地域的特色を学ぶ。 

【歴史分野】 

・鎌倉幕府の成立によって、天皇・貴族に代わり武士が政治を

動かすようになり、その後武力をもった武家政権が続いてい

く過程を学ぶ。 

 

３ 

【地理分野】 

・世界の様々な地域【ICT活用】 

 

【歴史分野】 

・武家政権の展開と世界の動き【ICT活用】 

【地理分野】 

・世界の諸地域の自然環境と文化、歴史を通じて諸地域の多様

性や地域的特色を学ぶ。 

【歴史分野】 

・ヨーロッパ諸国の海外進出が日本に与えた影響と日本の戦国

時代から江戸幕府が成立し、その支配が続いていく過程を学

ぶ。 

 

 

 

評価の観点・方法  以下の観点に基づき、生徒一人一人の活動をしっかりと評価します。 

観点（全体に対する割合） 観点の趣旨 評価資料 

観点１（３４％） 

 
知識・技能 

 

我が国の国土と歴史、現代の政治、経済、国際関係等に関して理

解しているとともに、調査や諸資料から様々な情報を効果的に調

べまとめている。 

小テスト 

ワークシート 

定期テスト 

観点２（３３％） 

思考・判断・表現 

社会的事象の意味や意義、特色や相互の関係を多面的・多角的に

考察したり、社会に見られる課題の解決に向けて選択・判断した

り、思考・判断したことを説明したり、それらを基に議論したり

している。 

定期テスト 

小テスト 

ワークシート 

観点３（３３％） 

主体的に学習に取り組む態

度 

社会的事象について、国家及び社会の担い手として、より

よい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとし

ている。 

授業態度 

小テスト 

調べ学習 

課題提出 

 


